
【
９
月
】

１
日
（
木
）
大
津
市
総
合
教
育
会
議
、
小

中
学
校
で
学
校
側
が
把
握
し
た

「
い
じ
め
の
疑
い
が
あ
る
事
例
」
が

４
～
７
月
で
４
１
７
件
（
前
年
の

１
・
６
倍
）
の
報
告
。
「
早
期
発

見
が
進
ん
で
い
る
」
と
市
教
委
分

析
。

５
日
（
月
）
新
任
教
員
の
試
用
期
間
が
１

年
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
県
教
委

は
、
昨
年
度
新
採
４
９
０
人
の
ほ

と
ん
ど
は
正
式
採
用
さ
れ
た
が
、

３
人
が
「
一
身
上
の
都
合
」
を
理

由
に
退
職
の
道
を
選
ん
だ
と
報
告
。

７
日
（
水
）
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
食
事

で
き
る
場
所
を
用
意
す
る
「
子
ど

も
食
堂
」
の
取
り
組
み
が
県
内
で

も
広
が
っ
て
い
る
。
８
月
末
時
点

で
31
か
所
に
。

８
日
（
木
）
７
月
の
参
院
選
、
18
、
19
歳

の
投
票
率
は
滋
賀
選
挙
区
で
50
・

57
％
（
県
選
管
ま
と
め
）
。
全
有

権
者
投
票
率
56
・
52
％
は
下
回
っ

た
も
の
の
、
20
～
30
代
を
上
回
っ

た
。

14
日
（
水
）
県
は
、
県
内
の
保
育
所
に
就

職
す
る
保
育
士
の
就
職
準
備
金
と

産
休
・
育
休
か
ら
復
帰
す
る
保
育

士
の
保
育
料
の
一
部
を
貸
し
付
け

る
制
度
を
新
設
。
２
年
以
上
の
就

労
継
続
で
返
済
を
免
除
す
る
。

20
日
（
火
）
教
え
子
だ
っ
た
男
子
高
校
生

に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
と
し

て
大
津
署
は
、
立
命
館
守
山
高
校

の
元
教
諭
の
男
を
逮
捕
。

29
日
（
木
）
県
教
委
、
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
県
内
結
果
を
公
表
。
小
中
学
校

と
も
に
全
教
科
で
全
国
平
均
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
平

均
２
ポ
イ
ン
ト
以
内
に
差
が
縮
ま
っ

た
。

30
日
（
金
）
県
教
委
、
17
年
度
県
公
立
学

校
教
員
採
用
選
考
試
験
の
結
果
を

発
表
。
２
４
４
３
人
が
受
験
し

（
前
年
の
５
１
４
人
増
）
４
８
４
人

が
合
格
し
た
（
15
人
減
）
。
倍
率

は
過
去
10
年
間
で
最
高
の
５
・
０

倍
。

【
10
月
】

１
日
（
土
）
高
島
市
教
委
、
市
内
小
学
校

６
年
の
女
児
が
い
じ
め
を
受
け
、

心
身
症
で
入
院
し
て
い
る
と
発
表
。

６
日
（
木
）
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー
（
草
津
市
）
が
子
ど
も
を

一
時
保
護
し
た
の
は
調
査
不
足
だ
っ

た
と
す
る
大
津
市
内
男
性
の
、
県

に
対
す
る
行
政
訴
訟
が
大
津
地
裁

で
。
県
側
は
却
下
を
要
求
。

９
日
（
日
）
知
人
の
少
年
を
殴
り
死
な
せ

た
と
し
て
彦
根
署
は
、
市
内
の
県

立
高
校
１
年
の
男
子
生
徒
を
逮
捕
。

12
日
（
水
）
大
津
市
の
越
市
長
、
施
行
３

年
の
見
直
し
時
期
を
迎
え
て
い
る

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
改
正

を
国
に
要
望
す
る
と
明
言
。
人
員

増
や
国
の
財
政
支
援
が
必
要
と
の

考
え
。

17
日
（
月
）
大
津
市
教
委
、
市
立
小
中
学

校
の
統
廃
合
議
論
の
た
た
き
台
。

「
規
模
適
正
化
」
が
必
要
な
16
の

小
規
模
校
を
示
し
、
各
地
域
の
説

明
会
を
経
て
「
地
域
の
総
意
」
が

ま
と
ま
っ
た
学
校
か
ら
統
廃
合
を

進
め
る
方
針
。

19
日
（
水
）
米
原
市
大
原
小
学
校
に
爆
破

予
告
、
20
日
臨
時
休
校
。
不
審
物

は
見
つ
か
ら
ず
、
26
日
県
内
の
少

年
（
11
歳
）
が
犯
行
を
認
め
た
。

24
日
（
月
）
県
は
来
年
度
の
県
内
私
立
小

中
高
校
の
募
集
概
要
を
発
表
。
定

員
数
は
彦
根
総
合
高
校
が
30
人
増

の
２
１
０
人
（
申
請
中
）
、
比
叡

山
中
が
40
人
減
の
80
人
に
な
る
。

26
日
（
水
）
県
警
と
大
津
署
、
大
津
市
内

で
集
団
暴
走
し
た
県
立
高
校
３
年

の
男
子
生
徒
６
人
を
含
む
少
年
10

人
を
逮
捕
。

・
県
教
委
、
17
年
度
の
県
立
高
校
募

集
定
員
を
発
表
。
全
日
制
は
守
山

北
、
八
幡
、
伊
香
で
各
40
人
増
員

さ
れ
１
万
５
２
０
人
に
。

27
日
（
木
）
文
科
省
発
表
の
昨
年
度
問
題

行
動
調
査
、
県
内
公
立
学
校
の
い

じ
め
認
知
件
数
は
２
６
３
３
件

（
１
１
３
６
件
増
）
、
暴
力
行
為
は

６
４
１
件
（
46
件
減
）
、
不
登
校

は
２
１
５
８
人
（
５
人
減
）
、
高

校
の
中
退
者
数
は
２
２
９
人
（
85

人
減
）
と
な
っ
た
。
〈

丹
部

〉

忙
し
く
て
疲
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も

学
童
保
育
所
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
や
っ
ぱ
り

遊
び
は
子
ど
も
た
ち
の
仕
事
で
す
。
森
野

先
生
の
周
囲
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
自

分
自
身
と
し
っ
か
り
向
き
合
お
う
と
す
る

あ
の
し
ん
ど
さ
、
同
業
者
と
し
て
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
ト
イ
レ
の
い
た
ず
ら
の
告
白

は
感
動
で
し
た
。
先
生
と
子
ど
も
の
間
に

告
白
で
き
る
居
場
所
・
空
間
が
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
居
場
所
を
高

校
生
も
さ
が
し
て
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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こ
の
頃
の
小
学
生
は
と
て
も
忙
し
い
。

授
業
時
間
が
増
え
１
年
生
も
毎
日
５
時
間

授
業
。
２
年
生
は
６
時
間
授
業
の
日
も
あ

る
。
放
課
後
（
課
業
か
ら
放
た
れ
た
後
の

時
間
）
は
確
実
に
短
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
学
童
保
育
指
導
員
に
と
っ
て
は
、

悩
み
の
種
。
「
お
～
い
、
子
ど
も
た
ち
～

早
く
帰
っ
て
お
い
で
～
！
」
と
小
学
校
に

向
か
っ
て
叫
び
た
い
気
分
で
あ
る
。
そ
の

う
え
子
ど
も
た
ち
に
は
さ
ら
に
習
い
事
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
学
習
塾
な
ど

が
待
っ
て
い
る
。
週
末
の
帰
り
の
会
で
子

ど
も
た
ち
に
「
今
週
も
お
疲
れ
さ
ん
。
休

日
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
家
族
と
楽
し
く
す
ご

し
て
ね
。
」
と
伝
え
る
と
、
「
無
理
や
で

～
。
土
曜
日
も
習
い
事
が
二
つ
あ
る
も
ん
。
」

と
い
う
子
ど
も
も
い
る
。
（
ほ
ん
ま
に
お

疲
れ
さ
ん
や
な
あ
…
）

学
童
保
育
の
生
活
の
中
心
は
何
と
言
っ

て
も
『
あ
そ
び
』
。
異
な
る
学
年
の
子
ど

も
た
ち
が
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
野
球
、
鬼
ご
っ

こ
や
大
縄
跳
び
な
ど
を
思
い
思
い
に
楽
し

ん
で
い
る
。
け
れ
ど
も
こ
こ
で
も
最
近
の

子
ど
も
事
情
を
垣
間
見
る
会
話
が
聞
こ
え

て
く
る
。
平
日
は
、
あ
そ
び
が
盛
り
上
が
っ

て
き
た
こ
ろ
に
「
帰
り
の
会
や
で
～
。
片

づ
け
て
く
だ
さ
～
い
。
」
と
な
っ
て
し
ま

う
。
鍋
や
お
皿
や
た
く
さ
ん
の
道
具
を
並

べ
て
ま
ま
ご
と
を
し
て
い
た
１
年
生
の
男

女
５
人
。
片
づ
け
な
が
ら
、
「
明
日
も
続

き
す
る
し
、
こ
の
（
砂
で
作
っ
た
）
ケ
ー

キ
、
倉
庫
の
下
に
隠
し
と
こ
。
ま
た
い
っ

し
ょ
に
遊
ぼ
な
。
」
と
誰
か
が
言
っ
た
の

だ
が
、
「
で
も
、
ぼ
く
、
明
日
習
い
事
や

し
、
ガ
ク
ド
ウ
休
む
ね
ん
。
ま
た
あ
さ
っ

て
寄
せ
て
く
れ
る
？
」
と
男
の
子
が
返
事

を
し
て
い
た
。
無
邪
気
に
「
ま
た
明
日
ね
！
」

と
言
え
な
い
子
ど
も
た
ち
。
近
く
で
聞
い

て
い
た
私
は
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
…
。

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
に
な
っ
た
。
夏

休
み
は
た
っ
ぷ
り
遊
ぶ
時
間
が
あ
る
！
夏

な
ら
で
は
の
行
事
や
取
り
組
み
も
あ
る
が
、

や
は
り
日
常
の
あ
そ
び
を
心
行
く
ま
で
満

喫
し
て
ほ
し
い
。
軒
下
で
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
の
泥
団
子
作
り
、
何
日
も
か
か
っ

て
編
む
ミ
サ
ン
ガ
、
ひ
た
す
ら
技
の
練
習

を
す
る
け
ん
玉
、
汗
を
ダ
ラ
ダ
ラ
流
し
な

が
ら
の
野
球
な
ど
な
ど
。
暑
く
て
も
際
限

な
く
遊
び
続
け
る
の
が
子
ど
も
で
あ
り
、

そ
の
な
か
で
仲
間
関
係
が
ぐ
っ
と
深
ま
り
、

あ
そ
び
の
楽
し
さ
を
体
感
し
、
あ
そ
び
の

な
か
で
の
達
成
感
や
「
自
分
も
な
か
な
か

の
も
ん
や
。
」
と
い
う
自
己
肯
定
感
を
育

ん
で
い
く
。
指
導
員
は
子
ど
も
と
あ
そ
び

こ
む
な
か
で
、
日
頃
は
見
え
て
い
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
新
た
な
姿

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
「
寄
せ
て
～
。
」
と
や
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
、
学
童
保
育
の
あ
そ
び

は
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。

（
た
け
な
か

ま
み
）

<1988年7月9日創刊>
発行2016年12月1日 <毎月１日発行>

滋賀県民主教育研究所
〒520－0052大津市朝日が丘１丁目

11-3 教育文化会館２Ｆ
TEL & FAX 077-525-5364
教育110番 077-523-3715

e-メールshiga.minken@gmail.com
HP;http://shiga-minken.jimdo.com/

振替口座番号(会費振込にご利用ください)
①ゆうちょ銀行／記号番号01070-5-40576
②滋賀銀行本店営業部／普通口座511256
加入者(口座)名 滋賀県民主教育研究所

（１）2016年12月号（月刊） 研究所通信 手をつなぐ N0.342

滋

賀
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教

育

動

向

2016年

９月
１０月

忙
し
い
子
ど
も
た
ち
…
け
れ
ど
も
学
童
保
育
に
は

あ
そ
び
に
夢
中
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
る

大
津

学
童
保
育
指
導
員

竹
中

真
美

・忙しい子どもたち…けれども学童保
育にはあそびに夢中の子どもたちの
姿がある／竹中 真美 …P1

・多忙化と子ども理解のはざまで思う
こと／森野 京夢 …P2,3

・滋賀県内の戦争遺跡が語るもの２
／水谷 孝信 …P4,5

・滋賀みんけん市民講座「折り紙で考
える数学の世界」①、②を終えて
／森原 則男 …P6

・子どもの居場所って何ですか？
／岡本 一郎 …P7

・滋賀の教育動向 ９・１０月 …P8
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